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有機材料の開発は、新たな付加価値の創出という点にお
いて非常に重要な研究分野です。なかでも芳香環が組み
合わさった縮環芳香族化合物は、その構成元素や分子構
造に特有の性質を示します。私たちのグループでは様々
な合成手法を操り、新奇縮環芳香族化合物の合成研究と、
得られた分子が潜在的にもつ物性を引き出す研究を行っ
ています。これまでに、得られた化合物が特異な刺激応
答性発光を示すことを明らかにしてきました。このよう
な骨格合成技術をもとに、新しい有機材料の開発に貢献
します。

有機半導体材料、セキュリティ材料、センシング材料

新奇縮環芳香族化合物の創出と機能性の開拓
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これまで、合金ナノ粒子の表面反応場を精密に制御すること
で世界トップレベルの触媒性能を達成してきたが、最近では 2 
nm 未満の「金属クラスター」に着目している。クラスターは
極めて不安定で合成が困難なため、触媒分野における未開拓領
域の１つである。本研究では、サイズや合金組成を自在に制御
する高度な精密合成技術を基盤とし、ナノ粒子とは一線を画す
クラスター特有の幾何学的・電子的構造を生かした、炭化水素
のアップグレードを可能とする新規触媒の開発に取り組んでい
る。最近では、プロパン脱水素に対して、高い活性と世界最高
の耐久性を示す PtGe 合金クラスターの開発に成功した。

固体触媒、 表面精密設計、 未利用資源の有効活用、 炭化水素のアップグレード

単金属・合金クラスターを利用した
革新的固体触媒の創出
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